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標準化を行った ',(IFDT標準化値)- (IFDT測定値)/(各 SessionのIFDT基準値)
得られた測定値およびそれらから算出した標準化値は一元配置分散分析により有意差検定
を行い.事後解析はBonferroni法により行った (両側検定,α=0.05).
【結果および考察】
IFDT測定値は21.94-71.75mNの範囲を示した｡ControlSeSSionの基準値の全被験者平均
値は45.96±12.03mNであった｡ExperimentalseSSionにおけるIFDT測定値の平均値は唆
合負荷前では40.02mNであり.負荷後の3回の計測ではそれぞれ47.12mN.47.75mN,
48.44mNを示した｡また.仝被験者の標準化後の値は0.76･1.65の範囲を示した｡Control
SessionにおいてはBaSe.Afterl,After2.After3の間で有意差は認めなかったが,
ExperimentalSessionにおいてはBaseとそれぞれARerl.After2,After3の間で有意差を
認めた (pく0.05)｡すなわち持続的嘆合負荷直後のIFDTは負荷前と比較して.約 1.20倍有
意に増加し,その後の計測においても.有意に増加した値を維持することが示された｡
本研究で開発した計測装置はコンピュータを用いて刺激強度を制御するように設計するこ
とにより.被験歯への装置設置後は自動的に閥値計測が行えるようにした｡これにより.実
験者の技量やバイアスに影響を受けない聞値計測が可能となった｡また.1回の計測時間は平
均2分 16秒±9秒と短く.実験の間,開口状態を保持することによる疲労を減少できると考
えられた｡したがって.本研究においては被験者の疲労に起因した変動がデータに混入する
ことを避けることができたと考える｡
本研究では健常者における上顎第一大臼歯の歯根膜感覚閥値がおよそ46mNであることが
示せた｡顎口腔系に著明な異常を認めない被験者であることから､本研究の基準値は､歯根
膜感覚閥値の正常値の存在範囲を示すものであるとであると考えられる｡
また.上顎第一大臼歯に持続的な機械的負荷をかけると撃力に対する絶対聞値が有意に高
くなるとともに.本研究での計測時間内ではその高い閥値が維持されることが観察された｡
これらの現象の原因としては歯根膜線維の生体材料学的性質が関与していることが推察され
るO歯根膜線維は膜線維に加えられたひずみを緩和する粘弾性を有しているoLかし,歯根
膜線維の歪みは直ちに消失するものではなく,負荷後 15分以内の歪み回復率は74%未満であ
ることが報告されている｡加えて.小臼歯と大臼歯に19.6Nの負荷を歯軸方向に加えた場合
に生じた歯の変位は1-1.5分後に消失したという報告からも,過度の機械的負荷が歯に加えら
れた場合,歯根膜線維に歪みが残存する可能性があるものと考えられる｡
【結論】
噴合力に類似した機械刺激である撃力を提示刺激とした臼歯の歯根膜感覚閥値の客観的評
価法を確立し,心理物理学的評価の障害となる実験者バイアスを排除できるシステム構築が可
能となった｡また,本法を用いた結果.喫みしめによる1分間の持続的機械的負荷によって歯
根膜感覚聞値が上昇することが示唆されたO
学位論文審査結果の要旨
歯根膜感覚は岨境などの生理的な機能を明らかにする上で重要な意義をもつと考えられ
るもののいまだに不明な点が多い｡本研究は.歯に加わった瞬間的な力,すなわち撃力に
対する歯根膜感覚聞値を客観的に評価できる計測方法を確立し.さらに持続的喫合負荷が
臼歯の歯根膜感覚に及ぼす影響についてその計測方法を用いて検討したものである｡
その結果として以下の点を挙げている｡
1)噴合力に類似した機械刺激である撃力を提示刺激として,臼歯歯根膜感覚の客観的評価
法を確立している｡さらにこのシステムにおいては.加える撃力の強さをコンピュータ
制御によって決定しているため,実験者の技量やバイアスに影響を受けない閥値計測が
可能となった｡
2)安静時の上顎第一大臼歯における撃力刺激 (歯軸方向)に対する歯根膜感覚認知闇値は
平均46mN(21.94-71.75mN)であることが示された0
3)上顎第一大臼歯に持続的な機械的負荷をかけると.負荷後には撃力に対する絶対閥値が
有意に高くなり,少なくとも本研究での計測時間内 (8-17分)においてはその高い閥値
が維持されることが示された｡
上記の結果は.上顎白歯歯根膜感覚の特性に関する新たな知見である｡また.本研究で
確立した客観的かつ再現性の高い計測方法により,歯科臨朱における歯根膜感覚の評価が
客観的に行える可能性が示された｡この方法は.嘆合感覚異常といった歯の接触感覚自体
が問題となる疾患に羅息した患者の病態把握に有用であるのみでなく,喫合感覚が関連す
る多くの生理現象の解明に寄与すると考えられた｡
よって､審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める｡
